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だったと思う｡けど,たった三人しかいないから,最初
はかなりこわかったと思う｡今までの生活とは全然ち
がうのだから,何がおきてもたすけにきてくれない｡
でもヤドカリやイソギンチャクなどの無人島の旦塵
に出会ってすぼらしさに気がついたから,楽しくなっ
たんだと思う｡
【再構成するステップを踏んだ後の読み
- (自分の考え②)-】
はじめ守はとても不安だったと思う｡なぜなら,無人
島には三人しかいないし,なにがあってもだれもたす
けてくれない｡それに,今までの生活とはちがラ無人
島では.何もかも自分たちでやらなければならないか
ら｡
だから,さいしょに考えていたように.はじめからずっ
と楽しかったわけではない｡
でも,ヤドカサや海にい
しらないうちに守の不安をつぶし
てしまった｡それ
に.守はいろんなけいけんをした｡そして自然のす
ぼらしさや紫援茸に気がついたた来たいと思ったんじ
ゃないかな だから,来年も塞※下線部は他者の読
みがそのまま流用されている部分であり,網掛け部は他者の読みをふまえて生み出さ
れた部分である｡また,ゴシックのところは再構
成する過程において新たに付け加えられた読み
となっており,便宜的に区別している｡Y
の (自分の考え②)を読むと,｢最初,守は不安
で一杯だった｣ということと ｢無人島の自然が,
守の不安を消し去ってしまった｣ということ
,そして,｢決して最初から楽しかったわけではなく,いろんな経験をしたことによって,
自然の素晴らしさや楽しさに気がついていっ
た｣ ということを発見したことがうかがえる｡
単に他者の読みを丸ごと取り入れ,それをパッチワークのように繋ぎ合わせていくのでは な
く,他者の読みに対して自分なりの考えも引き
出し,それらを総合し,文章として再構成してい
く｡こうした ｢思考を再構成する｣ステップを経た とによって,学習者Yの読みは,最
初の｢無人島でくらすのは
はじめてだったから,楽しい二日間だったと思う｡｣
と比べて,深まりをもった読み-と変容していってい
る｡5 まとめ以上のように,本稿においては,文学
的文章教材の学習指導における ｢変容｣ という伝え合
い効果に焦点を定め,伝え合いに対して消極的な学習
者が ｢変容｣するためには ｢思考の再構成｣という学びのステップが重要であ
るということを示してきた｡伝え合いに対して消極的
な学習者であっても,他者の読みに向き合い,
それを岨曝し,再構成していく場を設定することによ
って,読みの生産的な変容
を引き出すことができる｡伝え合いによって得た他者の読みを,自己の読みと
してそのまま流用していく ｢お知恵拝借的な変容｣か
ら脱却することができるのである｡注および引用 ･参考
文献1 整理の詳細とその分析については,第97回
